
DESIGN INNOVATION for SUPER AGING SOCIETY

超高齢社会に挑む！

デザイン開発の実践

平成30年度やまなしモノづくりデザイン塾・実践コースB

世界でも最も早いスピードで超高齢社会に突入した日本。
社会の課題やネガティブなニュースばかりが取り上げられがちですが、

日本の高齢社会から生まれる革新的な商品やサービスは、
世界に先駆けて、新しい未来のビジネスをつくる挑戦といえます。

自社のシーズを活かし、超高齢社会のユーザーのインサイトを深くとらえ、
新しい価値を生むデザイン・商品開発を行うにはどのようなプロセスが必要なのか？

全４回のワークで実践的に学びます。

馬場 了氏  （株）クルー 代表取締役

第 1 回

1/16
水

13:30-16:00

第 2 回

1/17
木

9:30-12:00

第 3 回

1/21
月

13:30-16:00

第 4 回

1/22
火

9:30-12:00
未来からのビジネスをつくる
自社商品の本質をとらえる
超高齢社会のペルソナを描く

「ブレイクスルー」
ユーザーのインサイトから
開発テーマを飛躍発想する

「ブレイクダウン」
解決策を、

デザインで具現化する

共感から市場づくりへ、
製品を届ける流れと

ビジネスのストーリーを描く

＼もっと健康に／ ＼生涯現役／

＼世代を超えたつながり／

＼安全に旅をする／

＼美しく楽しむ／

＼自立して暮らす／

＼見守り合う／

参加者
 募集！

1970年鈴木自動車工業株式会社デザイン課勤務、東京研究所にて新商品開発に従事。
’ 79年デザインオフィス・クルー創業。’ 81年（株）クルー設立代表取締役就任。’ 93年から2012年まで
（公財）日本産業デザイン振興会グッドデザイン賞審査委員。’ 13年よりグッドデザイン・フェロー。数多く
の企業の商品開発コンサルティングとマネージメントを行う。また中小企業大学校をはじめ、企画、デザイ
ン、マネジメントに関する講演、講師多数。著書に、「絶妙な『仮設力』をつける技術」（明日香出版社）等。

講　師

お申込みは

裏面を

ご覧ください→



平成 30 年度やまなしモノづくりデザイン塾・実践コース B

「超高齢社会に挑む！デザイン開発の実践」

●お申込み方法

●受講料のお支払いについて

●お申込み・お問合せ先【事務局】
　 山梨県産業技術センター　デザイン技術部　担当：秋本・佐藤 　　TEL 055-243-6101

 FAX 055-243-6102   　E-mail yitc-kit05@pref.yamanashi.lg.jp　

●参加申込書

・下記申込書にご記入のうえ、事務局あて FAXまたは同内容を記載した Eメールでお申込みください。
・お申込み受付後、「受付確認書」を FAXまたは Eメールでお送りいたします。
・受付は先着順に行い、定員に達し次第終了させていただきます。

・受講料は、全 4回で 1名あたり 3,000 円です。
・受付後に、「納入通知書」を郵送またはセミナー当日に配布いたしますので、通知書のとおりお支払いください。
・「納入通知書」のお渡しはセミナー開講後になる場合もありますが、受付確認済みであれば受講できます。
・「受付確認後書」の発行後は受講の有無に関わらず受講料の納付をお願いいたします。受講料は原則返金できませんので、
　あらかじめご了承ください。

会社名         業　種

受講者　役　職     氏　名

住　所　〒

TEL      FAX

E-mail

※住所は納入通知書の送付先に使用します。
※E-mail、FAX番号は講習会の事務連絡に使用しますので、受講者が受け取れる連絡先をご記入ください。

■対　象　　山梨県内企業の経営者、商品企画・デザイン担当者など　　

■会　場　　山梨県産業技術センター（甲府市大津町2094）

■受講料　　3,000円 /人（4回通し）　定員15名（先着順）

■日程・カリキュラム

★参加者の皆様には、それぞれの自社製品・サービスをテーマに演習を行っていただきます。
★初回には、自社の製品・技術・サービス等が分かる会社概要やパンフレット等をお持ちください。

第 1回　2019/1/16 水　13:30-16:00 未来からのビジネスをつくる /自社商品の本質をとらえる /超高齢社会のペルソナを描く

第 2回　2019/1/17 木　 9:30-12:00 「ブレイクスルー」　ユーザーのインサイトから開発テーマを飛躍発想する

第 3回　2019/1/21 月　13:30-16:00 「ブレイクダウン」　解決策を、デザインで具現化する

第 4回　2019/1/22 火　 9:30-12:00 共感から市場づくりへ、製品を届ける流れとビジネスのストーリーを描く


